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要旨　　　
CVC の無意味音節において先行母音・後続母音が /s//t//k/ に及ぼす影響について定量的に検証
することを目的に調査を行った．成人被験者 3 名を対象に 30 個の無意味音節について EPG を用い
て測定した．無意味音節は /s//t//k/ における前後の母音の影響を検討できるような音節の組み合せ
になるように，CVC 音節の一方の先行母音，あるいは後続母音を /a/ に統一し，もう一方を日本語
5 母音に変化させた．EPG から得られたデータは，各子音における最大接触フレームから累積パター
ンを作成し，舌の口蓋への接触の前後の程度を示す CoG を算出した．/s//t/ については，先行母音・
後続母音に /i/ が来る場合に他の母音に比べて CoG の平均値が有意に低く，舌の接触範囲が後方に
広がっていることが示唆された．また，/s/ においては硬口蓋中央部にかけて正中方向に接触が広がっ
た．/k/ においては，先行母音・後続母音ともに CoG の平均値が［ika］，［ɯka］・［eka］，［aka］・［oka］




















































































を日本語 5 母音に変化させた 30 個の無意味音
節を使用した（表 1，表 2）．
3）測定方法
EPG の人工口蓋床は，最前列が 6 個，2 ～






（Articulate Instruments Ltd., Edinburgh）を
使用し，舌の接触パターンと音声波形，サウン
ドスペクトルを同期させて記録した．なお，よ




EPG の分析データは，被験者 3 名の各無意







& Roberts （1997） の方法に従って，分析対
象の最大接触フレーム 9 サンプルを累積し，











ら R1 ～ R2（Alveolar），R3 ～ R5（Palatal），
　　　　 　　　 表１　先行母音の発話サンプル






接 触 数 を 電 極 数（Alveolar 14，Palatal 24，
Velar 24）で割り 100 を掛けたものを各部位ご
との接触率とした．
③ Center of Gravity（CoG）
Hardcastle & Gibbon （1997）の方法に従っ



















触率の平均値と CoG の平均値をそれぞれ図 3
～図 5 に示す．図 4 より，先行母音に /i/ が
くる場合には Palatal と Velar の接触率が高く
なる傾向がみられた．また，各 CoG の平均値
について 1 元配置の分散分析を行ったところ，


















CoG の平均値について 1 元配置の分散分析を








　　　  図 3　/s/ における各先行母音の累積パターン
　　　  図 6　/s/ における各後続母音の累積パターン





先行母音と後続母音の CoG の平均値を図 9
に示す．先行母音と後続母音の影響の差を検討
するために，それぞれの先行母音と後続母音の








それぞれ図 10 ～図 12 に示す．図 11 より，先











12），/t/ の構音において先行母音 /i/ がくる場
合には，他の母音に比して舌の接触範囲がより
図 7　/s/ における各部位の接触率の平均 図 8　/s/ における後続母音別 CoG の平均
図 9　/s/ における先行母音 / 後続母音別 CoG の平均




















図 12　/t/ における先行母音別 CoG の平均
図 15　/t/ における後続母音別 CoG の平均





先行母音と後続母音の CoG の平均値を図 16
に示す．先行母音と後続母音の影響の差を検討
するために，それぞれの先行母音と後続母音の




［ita］の方が母音 /i/ の影響を強く受けて /t/ の
構音時に舌がより後方に接触範囲が広がった．




それぞれ図 17 ～図 19 に示す．図より，先行
母音に /i/ がくる場合には，他の母音がくる
場合と比べて Velar だけではなく Palatal にお
いても接触率が高くなり，歯茎から硬口蓋全
部にまで前方に接触する傾向がみられた．ま
た，Velar の接触率は，先行母音が /i/ → /





があった．各 CoG の平均値について 1 元配置
の分散分析を行ったところ，F 値 93.083，有意





音おいては，先行母音が /i/ → /u//e/ → /a//
o/ の順に舌の接触が前方に広がった．
図 16　/t/ における先行母音 / 後続母音別 CoG の平均





をそれぞれ図 20 ～図 22 に示す．/k/ におい
ても先行母音と同様の傾向を示し，後続母音
が /i/ → /u//e/ → /a//o/ の順で舌の接触が
後方に移動している．各 CoG の平均値につい














図 18　/k/ における各部位の接触率の平均 図 19　/k/ における先行母音別 CoG の平均
図 21　/k/ における各部位の接触率の平均 図 22　/k/ における後続母音別 CoG の平均





先行母音と後続母音の CoG の平均値を図 23
に示す．先行母音と後続母音の影響の差を検討
するために，それぞれの先行母音と後続母音の
CoG について t 検定を行ったところ，/k/ にお


































































 図 24　/s/ における /i/ の先行母音と後続母音の累積パターンの違い
　　　  図 25　日本語母音の EPG 累積パターン（藤原ら，2008）
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Abstract　　　
The aim of this study was to analyze co-articulatory effect of vowel environments on VCV 
contexts. The study used electropalatography (EPG) to record three normally speaking adults’ 
tongue-palate contact patterns of /s//t//k/ in thirty VCV contexts. A cumulative template was 
generated from the maximum contact frame for each sound and the center of gravity (CoG) 
value was calculated, which represents the relative concentration of electrodes in the anterior-
posterior dimension of the palate. The most fronted and most contact occurred in /i/ contexts 
during utterances with /s//t/. The tongue-to-plate contacts spread backward in the order /
i/ → /e//u/ → /a//o/ during utterances with /k/. It is considered that different vowel contexts 
influence the tongue-palate contact of these consonants for efficient articulation.     
Key Words ：co-articulation, electropalatography, CoG
